
平成２１年度第３四半期（１０～１２月）見通し 
 
 
＜工務店・販売店での需要予測＞ 
   

平成２１年度第３四半期(１０～１２月)の需要予測が出揃った。 
 前回の需要予測（７～９月）に比して工務店段階で８．５ポイントの回復傾向が示された。

これは今期第１四半期（４～６月）の需要予測マイナス７７ポイントの最悪時に比べると

１３．４ポイントもの回復になり、秋需に向けての仕事量に期待の出来る傾向が表れたと

言える。また販売店段階での見通しも同じ様に７～９月に比して７．７ポイントの増加、

４～６月に比しては１２．４ポイントも増加しており、工務店の１０月以降の仕事量が 
回復傾向にある事を予測している。 
 地域別に見ると、工務店・販売店共、関東・近畿・九州での回復予測が出ており、特に

市場の大きい関東圏での工務店段階の１５ポイントの回復（平成２１年度７～９月比）は、

今後の新設着工数、あるいはリフォームの仕事量を睨む上でも見逃せない部分と言える。 
 
 
＜主要メーカーによる販売予測＞ 
   

特に合板メーカーによる販売予測は、増加が２０．２％、前年並との回答も２０．２％

と前回よりもかなりの改善が予測される。但し、住設メーカーは前回の７～９月時とほぼ

変化のない回答が出ており、意外と厳しい予測と言える。 
   

合  板 ： 増加予測２０．２％ 前年並予測２０．２％ 減少予測５９．６％ 
  木質建材 ： 増加予測 ８．３％ 前年並予測 ９．４％ 減少予測８２．３％ 
  窯業・断熱： 増加予測 ９．３％ 前年並予測２３．９％ 減少予測６６．８％ 
  住設機器 ： 増加予測   ０％ 前年並予測１６．２％ 減少予測８３．８％ 
 
 
＜合板の現状と今後について＞ 
  
今回初めて合板に関するアンケートを実施した。住宅における今後の合板使用量は、 

増加よりも減少回答が多く、合板の使用に最も重視する点は、品質よりも価格の方が 
上回り、現時点では価格重視が一番で安定供給はさほど重視しておらず、合板は当用買い

で、欲しい時に欲しいだけの量が安く手に入れば、との考えが販売店には強い感がある。 
但し、外壁下地の耐力面材としての取り扱いは圧倒的に合板が支持されており、売れ筋ア

イテムとしては、合板の期待度は高いと言える。 



ポイント

全　国 回答数 2,851

 北海道 関東

 北陸 近畿

 四国 ＜有効回答数＞

北海道 169 中　国 176

東　北 279 四　国 71

関　東 1,009 九　州 340

甲信越 191

北　陸 59

中　部 206

近　畿 351

　　　　平成21年度　第3四半期

　　　　平成20年度　第3四半期

過去２年間の仕事量の見通しをポイントで
表したグラフ。

「増加」「微増」「前年並」「微減」「減少」の中
からお選び頂き、総回答数よりそれぞれの
割合を算出致しました。
単位は、「％」となります。

　　　　九州

　　    東北 　　　　甲信越

　　 　中部 　　　　中国

-72.1
-65.7

-47.6

-59.6
-56.4

-52.5

-77.0

-63.6

-55.8

-80

-70

-60

-50

-40

-30

-20

-10

0

Ｈ19/10-12 Ｈ20/4-6 Ｈ20/10-12 Ｈ21/4-6 Ｈ21/10-12

0.8 0.6
4.4

26.1 24.7

44.1

32.3

7.0

40.7

19.4

0

10

20

30

40

50

増加 微増 前年並 微減 減少

8 8

82

10 14

79

0

20

40

60

80

100

増加 前年並 減少

72

3

25
32

7

61

0

20

40

60

80

100

増加 前年並 減少

64

6

30 35

7

57

0

20

40

60

80

100

増加 前年並 減少

5

89

1

10 16

79

0

20

40

60

80

100

増加 前年並 減少

0

86

14
20

0

80

0

20

40

60

80

100

増加 前年並 減少

68

4

28

42

10

48

0

20

40

60

80

100

増加 前年並 減少

57

11

33

8

34

58

0

20

40

60

80

100

増加 前年並 減少

75

1

24
11

33

56

0

20

40

60

80

100

増加 前年並 減少

6
0

75

25

44 50

0

20

40

60

80

100

増加 前年並 減少

7

65

28

9

33

59

0

20

40

60

80

100

増加 前年並 減少

 1 JK情報センター



ポイント

全  国 回答数 2,863

 北海道 　　　　東北 関東

 北陸 　　　 中部 近畿

 四国 　　　　九州 ＜有効回答数＞

北海道 169 中　国 178

東　北 282 四　国 71

関　東 1,012 九　州 341

甲信越 191

北　陸 60

中　部 206

近　畿 353

過去２年間の仕事量の見通しをポイントで
表したグラフ。

「増加」「微増」「前年並」「微減」「減少」の中
からお選び頂き、総回答数よりそれぞれの
割合を算出致しました。
単位は、「％」となります。

       甲信越

       中国

　　　　平成21年度　第3四半期

　　　　平成20年度　第3四半期
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